
(57)【要約】
　【課題】　鉛や砒素などの化合物を実質的に含有せず、所定の光学恒数を有し、Ｔｇ及
びＴ Lが低く、耐失透性に優れた、プレス成形に適した光学ガラスを提供する。
　【解決手段】　重量％で、ＳｉＯ 2：２～１７％、Ｂ 2Ｏ 3：２０～３４％、Ｌｉ 2Ｏ：０
～６％（ただし、ゼロを含む）、Ｎａ 2Ｏ：０～２％（ただし、ゼロを含む）、Ｋ 2Ｏ：０
～２％（ただし、ゼロを含む）、ただし、Ｌｉ 2Ｏ＋Ｎａ 2Ｏ＋Ｋ 2Ｏ：１～７％、ＭｇＯ
：０～５％（ただし、ゼロを含む）、ＣａＯ：０～５％（ただし、ゼロを含む）、ＢａＯ
：０～５％（ただし、ゼロを含む）、ＳｒＯ：０～５％（ただし、ゼロを含む）、ＺｎＯ
：１２～２７％、ただし、ＭｇＯ＋ＣａＯ＋ＢａＯ＋ＳｒＯ＋ＺｎＯ：１２～３０％、Ｌ
ａ 2Ｏ 3：１０～３２％、Ｇｄ 2Ｏ 3：５～２２％の各ガラス成分を有する構成とする。
【選択図】　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 重 量 ％ で 、
Ｓ ｉ Ｏ 2 ： ２ ～ １ ７ ％ 、
Ｂ 2 Ｏ 3 ： ２ ０ ～ ３ ４ ％ 、
Ｌ ｉ 2 Ｏ ： ０ ～ ６ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
Ｎ ａ 2 Ｏ ： ０ ～ ２ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
Ｋ 2 Ｏ ： ０ ～ ２ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
た だ し 、 Ｌ ｉ 2 Ｏ ＋ Ｎ ａ 2 Ｏ ＋ Ｋ 2 Ｏ ： １ ～ ７ ％ 、
Ｍ ｇ Ｏ ： ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
Ｃ ａ Ｏ ： ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
Ｂ ａ Ｏ ： ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
Ｓ ｒ Ｏ ： ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、
Ｚ ｎ Ｏ ： １ ２ ～ ２ ７ ％ 、
た だ し 、 Ｍ ｇ Ｏ ＋ Ｃ ａ Ｏ ＋ Ｂ ａ Ｏ ＋ Ｓ ｒ Ｏ ＋ Ｚ ｎ Ｏ ： １ ２ ～ ３ ０ ％ 、
Ｌ ａ 2 Ｏ 3 ： １ ０ ～ ３ ２ ％ 、
Ｇ ｄ 2 Ｏ 3 ： ５ ～ ２ ２ ％ 、
の 各 ガ ラ ス 成 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る プ レ ス 成 形 用 光 学 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 重 量 ％ で 、
Ａ ｌ 2 Ｏ 3 ： ０ ～ ３ ％ 、
Ｙ 2 Ｏ 3 ： ０ ～ １ ０ ％ 、
Ｔ ｉ Ｏ 2 ： ０ ～ ５ ％ 、
Ｚ ｒ Ｏ 2 ： ０ ～ ５ ％ 、
Ｎ ｂ 2 Ｏ 5 ： ０ ～ １ ０ ％ 、
Ｔ ａ 2 Ｏ 5 ： ０ ～ １ ０ ％ 、
Ｗ Ｏ 3 ： ０ ～ １ ０ ％ 、
Ｓ ｂ 2 Ｏ 3 ： ０ ～ ２ ％ 、
Ｂ ｉ 2 Ｏ 3 ： ０ ～ ６ ％ 、
の ガ ラ ス 成 分 の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を さ ら に 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の プ レ ス 成 形 用 光 学 ガ
ラ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 屈 折 率 （ ｎ ｄ ） が １ ． ６ ５ ～ １ ． ７ ７ の 範 囲 、 ア ッ ベ 数 （ ν ｄ ） が ４ ０ ～ ５ ５ の 範 囲 、
ガ ラ ス 転 移 温 度 （ Ｔ ｇ ） が ５ ５ ０ ℃ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の プ レ ス 成 形 用 光 学 ガ
ラ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 液 相 温 度 （ Ｔ L ） が １ ， ０ ０ ０ ℃ 以 下 で 、 液 相 温 度 に お け る 粘 度 が ０ ． ５ ポ ア ズ 以 上 で
あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の プ レ ス 成 形 用 光 学 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の プ レ ス 成 形 用 光 学 ガ ラ ス か ら な る こ と を 特 徴 と す る 光
学 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 光 学 ガ ラ ス 及 び こ の 光 学 ガ ラ ス か ら な る 光 学 素 子 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は プ レ ス
成 形 に 適 し た 光 学 ガ ラ ス 及 び こ の 光 学 ガ ラ ス か ら な る 光 学 素 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ラ ス レ ン ズ の 製 造 法 と し て は 、 屈 伏 温 度 （ Ａ ｔ ） 以 上 に 加 熱 し た ガ ラ ス を 、 加 熱 し た
一 対 の 上 型 ・ 下 型 か ら な る 成 形 金 型 を 用 い て プ レ ス す る こ と に よ り 直 接 レ ン ズ 成 形 を 行 う
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い わ ゆ る プ レ ス 成 形 法 が 、 従 来 の ガ ラ ス を 研 磨 す る レ ン ズ 成 形 法 に 比 べ て 製 造 工 程 が 少 な
く 、 そ の 結 果 短 時 間 且 つ 安 価 に レ ン ズ を 製 造 す る こ と が で き る こ と か ら 、 近 年 、 ガ ラ ス レ
ン ズ な ど の 光 学 素 子 の 製 造 方 法 と し て 広 く 使 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の プ レ ス 成 形 法 は 再 加 熱 方 式 と ダ イ レ ク ト プ レ ス 方 式 と に 大 別 で き る 。 再 加 熱 方 式 は
、 ほ ぼ 最 終 製 品 形 状 を 有 す る ゴ ブ プ リ フ ォ ー ム あ る い は 研 磨 プ リ フ ォ ー ム を 作 成 し た 後 、
こ れ ら の プ リ フ ォ ー ム を 軟 化 点 以 上 に 再 び 加 熱 し 、 加 熱 し た 上 下 一 対 の 金 型 に よ り プ レ ス
成 形 し て 最 終 製 品 形 状 と す る 方 式 で あ る 。 一 方 、 ダ イ レ ク ト プ レ ス 方 式 は 、 加 熱 し た 金 型
上 に ガ ラ ス 溶 融 炉 か ら 溶 融 ガ ラ ス 滴 を 直 接 滴 下 し 、 プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 最 終 品 形 状
と す る 方 式 で あ る 。 こ れ ら い ず れ の 方 式 の プ レ ス 成 形 法 で も ガ ラ ス を 成 形 す る 場
合 に 、 プ レ ス 金 型 を ガ ラ ス 転 移 温 度 (以 下 「 Ｔ ｇ 」 と 記 す こ と が あ る )近 傍 ま た は そ れ 以 上
の 温 度 に 加 熱 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 ガ ラ ス の Ｔ ｇ が 高 い ほ ど プ レ ス 金 型 の 表 面 酸 化
や 金 属 組 成 の 変 化 が 生 じ や す く 、 金 型 寿 命 が 短 く な る た め 、 生 産 コ ス ト の 上 昇 を 招 く 。 窒
素 な ど の 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 下 で 成 形 を 行 う こ と に よ り 金 型 劣 化 を 抑 制 す る こ と も で き る が
、 雰 囲 気 制 御 を す る た め に は 成 形 装 置 が 複 雑 化 し 、 ま た 不 活 性 ガ ス の ラ ン ニ ン グ コ ス ト も
必 要 と な る た め 生 産 コ ス ト が 上 昇 す る 。 し た が っ て 、 プ レ ス 成 形 法 に 用 い る ガ ラ ス と し て
は Ｔ ｇ の で き る だ け 低 い も の が 望 ま し い 。 ま た 、 耐 失 透 性 を 向 上 さ せ る 観 点 か ら は 液 相 温
度 （ 以 下 「 Ｔ L 」 と 記 す こ と が あ る ） に つ い て も Ｔ ｇ と 同 様 に 低 い 方 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 Ｔ ｇ を 低 く す る た め に 従 来 か ら 用 い ら れ て き た 鉛 化 合 物 に つ い て 人 体 へ の 悪
影 響 が 近 年 懸 念 さ れ 始 め た 。 こ の た め 鉛 化 合 物 を 使 用 し な い こ と が 市 場 の 強 い 要 請 と な っ
て き た 。 そ こ で 鉛 化 合 物 を 用 い ず に ガ ラ ス の Ｔ ｇ お よ び Ｔ L を 低 く す る 技 術 が 種 々 検 討 さ
れ 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ ～ ６ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ １ ３ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ － １ ５ ７ ４ ３ ０ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ ９ ０ ３ ６ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 光 学 ガ ラ ス は Ｔ L が 未 だ 高 く 耐 失 透 性 に 問 題 が あ る 。 ま た
、 特 許 文 献 １ ～ 特 許 文 献 ３ の 各 光 学 ガ ラ ス は Ｔ ｇ が 十 分 に は 低 く な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は
、 鉛 や 砒 素 な ど の 化 合 物 を 実 質 的 に 含 有 せ ず 、 Ｔ ｇ 及 び Ｔ L が 低 く 、 耐 失 透 性 に 優 れ た 、
プ レ ス 成 形 に 適 し た 光 学 ガ ラ ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 所 定 の 光 学 恒 数 を 有 し 、 鉛 や 砒 素 な ど の 化 合 物 を 実 質 的 に 含
有 せ ず 、 生 産 性 の 高 い 光 学 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 は 前 記 目 的 を 達 成 す べ く 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 － Ｂ 2 Ｏ 3 系 の ガ ラ ス
組 成 に お い て 、 Ｌ ｉ 2 Ｏ な ど の ア ル カ リ 金 属 酸 化 物 を 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 所 定 の 光 学
恒 数 を 維 持 し な が ら Ｔ ｇ を 低 く で き 、 さ ら に し Ｚ ｎ Ｏ と Ｌ ａ 2 Ｏ 3 、 Ｇ ｄ 2 Ｏ 3 と を 所 定 量 含
有 さ せ る こ と に よ り 、 高 屈 折 率 を 維 持 し な が ら Ｔ L を 低 く で き 、 プ レ ス 成 形 に 適 し た 粘 性
が 得 ら れ る こ と を 見 出 し 本 発 明 を な す に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の プ レ ス 成 形 用 光 学 ガ ラ ス は 、 重 量 ％ で 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 ： ２ ～ １ ７ ％ 、 Ｂ 2

Ｏ 3 ： ２ ０ ～ ３ ４ ％ 、 Ｌ ｉ 2 Ｏ ： ０ ～ ６ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 Ｎ ａ 2 Ｏ ： ０ ～ ２ ％ （
た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 Ｋ 2 Ｏ ： ０ ～ ２ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 た だ し 、 Ｌ ｉ 2 Ｏ ＋ Ｎ
ａ 2 Ｏ ＋ Ｋ 2 Ｏ ： １ ～ ７ ％ 、 Ｍ ｇ Ｏ ： ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 Ｃ ａ Ｏ ： ０ ～ ５ ％
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（ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 Ｂ ａ Ｏ ： ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 Ｓ ｒ Ｏ ： ０ ～ ５ ％
（ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） 、 Ｚ ｎ Ｏ ： １ ２ ～ ２ ７ ％ 、 た だ し 、 Ｍ ｇ Ｏ ＋ Ｃ ａ Ｏ ＋ Ｂ ａ Ｏ ＋ Ｓ
ｒ Ｏ ＋ Ｚ ｎ Ｏ ： １ ２ ～ ３ ０ ％ 、 Ｌ ａ 2 Ｏ 3 ： １ ０ ～ ３ ２ ％ 、 Ｇ ｄ 2 Ｏ 3 ： ５ ～ ２ ２ ％ の 各 ガ ラ
ス 成 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 な お 、 以 下 「 ％ 」 は 特 に 断 り の な い 限 り 「 重 量 ％ 」 を
意 味 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 ガ ラ ス の 安 定 性 向 上 や 光 学 恒 数 の 調 整 な ど の 観 点 か ら 、 重 量 ％ で 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 ：
０ ～ ３ ％ 、 Ｙ 2 Ｏ 3 ： ０ ～ １ ０ ％ 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 ： ０ ～ ５ ％ 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 ： ０ ～ ５ ％ 、 Ｎ ｂ 2 Ｏ 5 ： ０
～ １ ０ ％ 、 Ｔ ａ 2 Ｏ 5 ： ０ ～ １ ０ ％ 、 Ｗ Ｏ 3 ： ０ ～ １ ０ ％ 、 Ｓ ｂ 2 Ｏ 3 ： ０ ～ ２ ％ 、 Ｂ ｉ 2 Ｏ 3

： ０ ～ ６ ％ 、 の ガ ラ ス 成 分 の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を さ ら に 含 有 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 溶 融 生 産 性 及 び 成 形 性 な ど の 観 点 か ら 、 屈 折 率 （ ｎ ｄ ） を １ ． ６ ５ ～ １ ． ７ ７ の 範
囲 、 ア ッ ベ 数 （ ν ｄ ） を ４ ０ ～ ５ ５ の 範 囲 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 （ Ｔ ｇ ） を ５ ５ ０ ℃ 以 下 と す
る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 耐 失 透 性 や 成 形 性 な ど の 観 点 か ら 、 液 相 温 度 （ Ｔ L ） を １ ， ０ ０ ０ ℃ 以 下 と し 、
液 相 温 度 に お け る 粘 度 を ０ ． ５ ポ ア ズ 以 上 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 光 学 ガ ラ ス か ら な る 光 学 素 子 が 提 供 さ れ る 。 こ の よ う な 光 学 素 子
と し て は レ ン ズ や プ リ ズ ム 、 ミ ラ ー が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 光 学 ガ ラ ス で は 、 所 定 の ガ ラ ス 成 分 を 特 定 量 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 人 体 へ の
悪 影 響 が 懸 念 さ れ る 鉛 や 砒 素 な ど の 化 合 物 を 用 い る こ と な く 、 高 屈 折 率 ・ 低 分 散 の 光 学 恒
数 が 得 ら れ る 。 ま た Ｔ ｇ が 低 く プ レ ス 成 形 性 に 優 れ 、 さ ら に は Ｔ L が 低 く 耐 失 透 性 に も 優
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 本 発 明 の 光 学 素 子 は 、 前 記 光 学 ガ ラ ス を プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 作 製 す る の で 、
前 記 光 学 ガ ラ ス の 特 性 を 有 し 、 ま た 生 産 効 率 が 高 く 低 コ ス ト 化 が 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 光 学 ガ ラ ス の 各 成 分 を 前 記 の よ う に 限 定 し た 理 由 に つ い て 以 下 説 明 す る 。 ま ず
、 Ｓ ｉ Ｏ 2 は ガ ラ ス 骨 格 を 構 成 す る 成 分 （ ガ ラ ス フ ォ ー マ ー ） で あ り 、 そ の 含 有 量 が ２ ％
未 満 で あ る と ガ ラ ス の 耐 久 性 が 悪 化 す る 。 他 方 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 の 含 有 量 が １ ７ ％ を 超 え る と 耐
失 透 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で Ｓ ｉ Ｏ 2 の 含 有 量 を ２ ～ １ ７ ％ の 範 囲 と 定 め た 。 よ り 好 ま し い
Ｓ ｉ Ｏ 2 の 含 有 量 は ２ ～ １ ５ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｂ 2 Ｏ 3 は Ｓ ｉ Ｏ 2 と 同 様 に ガ ラ ス 骨 格 を 構 成 す る 成 分 で あ り 、 Ｂ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 が ２ ０ ％
未 満 で あ る と ガ ラ ス が 失 透 し や す く な る 。 他 方 、 含 有 量 が ３ ４ ％ を 超 え る と 屈 折 率 が 低 下
し 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら れ な く な る 。 そ こ で Ｂ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 を ２ ０ ～ ３ ４ ％ の 範 囲 と 定 め
た 。 よ り 好 ま し い 含 有 量 は ２ ０ ～ ３ ２ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｌ ｉ 2 Ｏ は ガ ラ ス の 軽 量 化 と 低 Ｔ ｇ 化 と に 大 き な 効 果 を 奏 す る 。 Ｌ ｉ 2 Ｏ の 含 有 量 が ６ ％
を 超 え る と ガ ラ ス の 耐 久 性 が 悪 化 に な る と と も に 屈 折 率 が 低 下 し 、 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら
れ な く な る 。 そ こ で Ｌ ｉ 2 Ｏ の 含 有 量 を ０ ～ ６ ％ （ ゼ ロ を 含 む ） の 範 囲 と 定 め た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た Ｎ ａ 2 Ｏ と Ｋ 2 Ｏ は Ｔ ｇ を 低 下 さ せ る 成 分 と し て 有 用 で あ る が 、 そ れ ぞ れ ２ ％ を 超 え
て 含 有 さ せ る と 耐 失 透 性 が 顕 著 に 悪 化 す る 。 そ こ で Ｎ ａ 2 Ｏ と Ｋ 2 Ｏ の 含 有 量 を そ れ ぞ れ ０
～ ２ ％ （ ゼ ロ を 含 む ） の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 そ し て 、 Ｒ 2 Ｏ （ Ｒ ＝ Ｌ ｉ ， Ｎ ａ ， Ｋ ） 成 分 の 総 量 が １ ％ よ り 少 な い と Ｔ ｇ を 下 げ る 効
果 が 十 分 に は 得 ら れ な い 一 方 、 Ｒ 2 Ｏ 成 分 の 総 量 が ７ ％ を 超 え る と 耐 久 性 が 悪 化 す る と 共
に 屈 折 率 が 低 下 し 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら れ な く な る 。 そ こ で Ｒ 2 Ｏ の 総 量 を １ ～ ７ ％ の 範
囲 と 定 め た 。 よ り 好 ま し い Ｒ 2 Ｏ の 総 量 は １ ～ ６ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｍ ｇ Ｏ は ガ ラ ス の 軽 量 化 と 屈 折 率 の 向 上 、 さ ら に 分 散 を 低 く す る 効 果 を 奏 す る が 、 ５ ％
を 超 え て 含 有 さ せ る と ガ ラ ス が 不 安 定 と な っ て 耐 失 透 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で Ｍ ｇ Ｏ の 含 有
量 を ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｃ ａ Ｏ は 、 ガ ラ ス の 軽 量 化 と 、 屈 折 率 の 向 上 、 ガ ラ ス の 耐 久 性 の 向 上 と い う 効 果 を 奏 す
る が 、 ５ ％ を 超 え て 含 有 さ せ る と ガ ラ ス が 不 安 定 と な り 耐 失 透 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で Ｃ ａ
Ｏ の 含 有 量 を ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を 含 む ） の 範 囲 と 定 め た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｂ ａ Ｏ は 屈 折 率 を 調 整 す る と 共 に ガ ラ ス の 安 定 性 を 向 上 さ せ る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量
が ５ ％ を 超 え る と 耐 失 透 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で Ｂ ａ Ｏ の 含 有 量 を ０ ～ ５ ％ （ た だ し ゼ ロ を
含 む ） の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｓ ｒ Ｏ は Ｔ L を 低 下 さ せ る 共 に ガ ラ ス の 安 定 性 を 向 上 さ せ る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量 が
５ ％ を 超 え る と 耐 失 透 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で Ｓ ｒ Ｏ の 含 有 量 を ０ ～ ５ ％ （ た だ し 、 ゼ ロ を
含 む ） の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｚ ｎ Ｏ は 屈 折 率 を 高 め る と 共 に 分 散 を 維 持 し 、 Ｔ L を 低 下 さ せ る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有
量 が １ ２ ％ よ り 少 な い と 屈 折 率 が 低 下 し 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら れ な く な る 一 方 、 含 有 量 が
２ ７ ％ を 超 え る と 耐 失 透 性 が 低 下 す る 。 そ こ で Ｚ ｎ Ｏ の 含 有 量 を １ ２ ～ ２ ７ ％ の 範 囲 と 定
め た 。 よ り 好 ま し い Ｚ ｎ Ｏ の 含 有 量 は １ ２ ～ ２ ５ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 Ｒ ’ Ｏ （ Ｒ ’ ＝ Ｍ ｇ ， Ｃ ａ ， Ｂ ａ ， Ｓ ｒ ， Ｚ ｎ ） 成 分 の 総 量 が １ ２ ％ よ り 少 な
い と 、 屈 折 率 が 低 下 し 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら れ な く な る 。 一 方 、 Ｒ ’ Ｏ 成 分 の 総 量 が ３ ０
％ を 超 え る と 耐 失 透 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で Ｒ ’ Ｏ の 総 量 を １ ２ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 と 定 め た 。
よ り 好 ま し い Ｒ ’ Ｏ の 総 量 は １ ２ ～ ２ ８ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｌ ａ 2 Ｏ 3 は ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め る と 共 に 分 散 を 維 持 す る 効 果 を 奏 す る が 、 そ の 含 有 量
が １ ０ ％ よ り 少 な い と 、 屈 折 率 が 低 下 し 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら れ な く な る 。 一 方 、 含 有 量
が ３ ２ ％ を 超 え る と 、 分 相 が 強 く な り Ｔ L が 高 く な る 。 そ こ で Ｌ ａ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 を １ ０ ～
３ ２ ％ の 範 囲 と 定 め た 。 よ り 好 ま し い Ｌ ａ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 は １ ０ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｇ ｄ 2 Ｏ 3 は ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め 、 耐 候 性 を 向 上 さ せ 、 Ｔ L を 低 下 さ せ る 効 果 を 奏 す る
が 、 そ の 含 有 量 が ５ ％ よ り 少 な い と 、 屈 折 率 が 低 下 し 所 望 の 光 学 恒 数 が 得 ら れ な く な る 。
一 方 、 含 有 量 が ２ ２ ％ を 超 え る と 、 ガ ラ ス の 耐 失 透 性 が 低 下 す る 。 そ こ で Ｇ ｄ 2 Ｏ 3 の 含 有
量 を ５ ～ ２ ２ ％ の 範 囲 と 定 め た 。 よ り 好 ま し い Ｇ ｄ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 は ５ ～ ２ ０ ％ の 範 囲 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 光 学 ガ ラ ス で は 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｙ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 、 Ｎ ｂ 2 Ｏ 5 、 Ｔ
ａ 2 Ｏ 5 、 Ｗ Ｏ 3 、 Ｓ ｂ 2 Ｏ 3 、 Ｂ ｉ 2 Ｏ 3 の ガ ラ ス 成 分 の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 必 要 に よ り さ
ら に 特 定 量 含 有 さ せ て も よ い 。 こ れ ら 成 分 に 限 定 し た 理 由 を そ れ ぞ れ 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 は ガ ラ ス の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 粘 性 を 増 大 さ せ る 効 果 を 奏 す る 。 Ａ ｌ

2 Ｏ 3 の 含 有 量 が ３ ％ を 超 え る と 、 ガ ラ ス の 耐 失 透 性 が 悪 化 す る と 共 に 溶 融 性 が 悪 化 す る 。
そ こ で 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 を ０ ～ ３ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 Ｙ 2 Ｏ 3 は ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量 が １ ０ ％ を 超 え る と 、 ガ ラ ス
の 耐 失 透 性 が 悪 化 し Ｔ L が 高 く な る 。 そ こ で 、 Ｙ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 を ０ ～ １ ０ ％ の 範 囲 と し た
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｔ ｉ Ｏ 2 は 屈 折 率 を 高 め る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量 が ５ ％ を 超 え る と 、 ガ ラ ス の 耐 失 透
性 が 悪 化 し Ｔ L が 高 く な る 。 そ こ で 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 の 含 有 量 を ０ ～ ５ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｚ ｒ Ｏ 2 は 屈 折 率 を 高 め 、 ガ ラ ス の 耐 候 性 を 高 め る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量 が ５ ％ を 超
え る と 、 ガ ラ ス の 耐 失 透 性 が 悪 化 し Ｔ L が 高 く な る 。 そ こ で 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 の 含 有 量 を ０ ～ ５ ％
の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｎ ｂ 2 Ｏ 5 は ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め 、 ガ ラ ス の 溶 融 性 を 向 上 さ せ る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有
量 が １ ０ ％ を 超 え る と 所 定 の 分 散 を 維 持 で き な く な る 。 そ こ で 、 Ｎ ｂ 2 Ｏ 5 の 含 有 量 を ０ ～
１ ０ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｔ ａ 2 Ｏ 5 は ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め 、 ガ ラ ス の 耐 候 性 を 向 上 さ せ る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有
量 が １ ０ ％ を 超 え る と 、 ガ ラ ス の 耐 失 透 性 が 悪 化 し Ｔ L が 高 く な る 。 そ こ で 、 Ｔ ａ 2 Ｏ 5 の
含 有 量 を ０ ～ １ ０ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｗ Ｏ 3 は ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め 、 Ｔ L を 低 く す る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量 が １ ０ ％ を 超 え
る と 、 ガ ラ ス の 着 色 度 が 悪 化 す る 。 そ こ で 、 Ｗ Ｏ 3 の 含 有 量 を ０ ～ １ ０ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｓ ｂ 2 Ｏ 3 は 、 少 量 添 加 さ れ る こ と に よ り 清 澄 作 用 を 向 上 さ せ る 効 果 を 奏 す る 。 そ こ で 、
Ｓ ｂ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 を ０ ～ ２ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｂ ｉ 2 Ｏ 3 は 、 ガ ラ ス の 屈 折 率 を 高 め る 効 果 を 奏 す る が 、 含 有 量 が ６ ％ を 超 え る と ガ ラ ス
の 着 色 度 が 悪 化 す る 。 そ こ で 、 Ｂ ｉ 2 Ｏ 3 の 含 有 量 を ０ ～ ６ ％ の 範 囲 と し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 光 学 ガ ラ ス で は 必 要 に よ り 、 Ｃ ｕ Ｏ 、 Ｇ ｅ Ｏ 2 な ど の 従 来 公 知 の ガ ラ ス
成 分 及 び 添 加 剤 を 本 発 明 の 効 果 を 害 し な い 範 囲 で 添 加 し て も も ち ろ ん 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 光 学 素 子 は 前 記 光 学 ガ ラ ス を プ レ ス 成 形 す る こ と に よ っ て 作 製 さ れ る 。 こ の プ
レ ス 成 形 法 と し て は 、 溶 融 し た ガ ラ ス を ノ ズ ル か ら 、 所 定 温 度 に 加 熱 さ れ た 金 型 へ 滴 下 し
プ レ ス 成 形 す る ダ イ レ ク ト プ レ ス 成 形 法 、 及 び プ リ フ ォ ー ム 材 を 金 型 に 載 置 し て ガ ラ ス 軟
化 点 以 上 に 加 熱 し て プ レ ス 成 形 す る 再 加 熱 成 形 法 が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な 方 法 に よ れ ば
研 磨 、 研 削 工 程 が 不 要 と な り 、 生 産 性 が 向 上 し 、 ま た 自 由 曲 面 や 非 球 面 と い っ た 加 工 困 難
な 形 状 の 光 学 素 子 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 成 形 条 件 と し て は 、 ガ ラ ス 成 分 や 成 形 品 の 形 状 な ど に よ り 異 な る が 一 般 に 、 金 型 温 度 は
３ ５ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ の 範 囲 が 好 ま し く 、 中 で も ガ ラ ス 転 移 温 度 に 近 い 温 度 域 が 好 ま し い 。 プ
レ ス 時 間 は 数 秒 ～ 数 十 秒 の 範 囲 が 好 ま し い 。 ま た プ レ ス 圧 力 は レ ン ズ の 形 状 や 大 き さ に よ
り ２ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 ～ ６ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 が 好 ま し く 、 高 圧 力 で プ レ ス す る ほ
ど 高 精 度 の 成 形 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 光 学 素 子 は 、 例 え ば デ ジ タ ル カ メ ラ の レ ン ズ や レ ー ザ ー ビ ー ム プ リ ン タ な ど の
コ リ メ ー タ レ ン ズ 、 プ リ ズ ム 、 ミ ラ ー な ど と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 に 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 更 に 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に 何
ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 例 １ ～ １ ０ 、 比 較 例 １ ～ ３
　 酸 化 物 原 料 、 炭 酸 塩 、 硝 酸 塩 な ど 一 般 的 な ガ ラ ス 原 料 を 用 い て 、 表 １ に 示 す 目 標 組 成 と
な る よ う に 、 ガ ラ ス の 原 料 を 調 合 し 、 粉 末 で 十 分 に 混 合 し て 調 合 原 料 と し た 。 こ れ を １ ，
０ ０ ０ ～ １ ， ３ ０ ０ ℃ に 加 熱 さ れ た 溶 融 炉 に 投 入 し 、 溶 融 ・ 清 澄 後 、 撹 拌 均 質 化 し て 予 め
加 熱 さ れ た 鉄 製 又 は カ ー ボ ン 製 の 鋳 型 に 鋳 込 み 、 徐 冷 し て 各 サ ン プ ル を 製 造 し た 。 こ れ ら
各 サ ン プ ル に つ い て の ｄ 線 に 対 す る 屈 折 率 （ ｎ ｄ ） お よ び ア ッ ベ 数 （ ν d） 、 ガ ラ ス 転 移
温 度 （ Ｔ ｇ ） 、 液 相 温 度 （ Ｔ L ） 、 液 相 温 度 に お け る 粘 度 を 測 定 し た 。 測 定 結 果 を 表 １ に
合 わ せ て 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 比 較 例 １ は 前 述 の 特 許 文 献 １ （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ １ ３ 号 公 報 ） の 実 施 例 ４ 、 比
較 例 ２ は 特 許 文 献 ２ （ 特 開 平 １ － １ ５ ７ ４ ３ ０ 号 公 報 ） の 実 施 例 １ 、 比 較 例 ３ は 特 許 文 献
３ （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ ９ ０ ３ ６ 号 公 報 ） の 実 施 例 １ ３ を そ れ ぞ れ 追 試 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 物 性 測 定 は 日 本 光 学 硝 子 工 業 会 規 格 （ Ｊ Ｏ Ｇ Ｉ Ｓ ） の 試 験 方 法 に 準 じ て 行 っ た 。
す な わ ち 屈 折 率 （ ｎ d ） と ア ッ ベ 数 （ ν d ） と は － ３ ０ ℃ ／ 時 間 で 徐 冷 し た 時 の 値 で あ る 。
測 定 は カ ル ニ ュ ー 光 学 工 業 社 製 「 KPR-200」 を 用 い て 行 っ た 。 ガ ラ ス 転 移 温 度 （ Ｔ ｇ ） の
測 定 は セ イ コ ー イ ン ス ツ ル メ ン ツ 社 製 の 熱 機 械 的 分 析 装 置 「 TMA／ SS6000」 を 用 い て 毎 分
１ ０ ℃ の 昇 温 条 件 で 行 っ た 。 液 相 温 度 （ Ｔ L ） の 測 定 は 、 溶 融 炉 を 用 い て 、 １ ， ２ ０ ０ ℃
で 融 液 に し た ガ ラ ス を － １ ０ ０ ℃ ／ 時 間 で 所 定 の 温 度 ま で 降 温 さ せ 所 定 温 度 で １ ２ 時 間 保
持 し た 後 、 ガ ラ ス を 鋳 型 に 流 し 込 み 室 温 ま で 冷 却 し 、 ガ ラ ス 内 部 に 失 透 (結 晶 )が 確 認 さ れ
な い 温 度 と し た 。 ガ ラ ス 内 部 は オ リ ン パ ス 社 製 の 光 学 顕 微 鏡 「 BX50」 の 倍 率 １ ０ ０ 倍 を 用
い て 観 察 し た 。 粘 性 の 測 定 は 、 ア ド バ ン テ ス ト 社 製 の 高 温 粘 度 測 定 装 置 「 TVB－ 20H型 粘 度
計 」 を 用 い て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 １ ～ １ ０ の 光 学 ガ ラ ス で は 、 屈 折 率 が １ ． ６ ５ ６ ～ １
． ７ ６ ７ 、 ア ッ ベ 数 が ４ １ ． ６ ～ ５ ４ ． １ と 高 屈 折 率 ・ 低 分 散 の 光 学 恒 数 を 有 し 、 し か も
Ｔ ｇ が ５ ４ ７ ℃ 以 下 と プ レ ス 成 形 に 適 し て い る も の で あ っ た 。 ま た Ｔ L が ９ ９ ０ ℃ 以 下 で
、 Ｔ L に お け る 粘 度 が １ ． ０ ポ ア ズ 以 上 と 、 耐 失 透 性 お よ び 成 形 性 に 優 れ た も の で あ っ た
。 こ れ に 対 し て 、 比 較 例 １ の 光 学 ガ ラ ス は 、 Ｔ ｇ が ６ ５ ２ ℃ と 高 く プ レ ス 成 形 に 適 さ ず 、
ま た Ｔ L が １ ０ ３ ０ ℃ と 高 く 耐 失 透 性 に 劣 る も の で あ っ た 。 ま た 、 比 較 例 ２ の 光 学 ガ ラ ス
も 、 Ｔ ｇ が ６ ２ ０ ℃ 以 上 と 高 く プ レ ス 成 形 に 適 さ な い も の で あ っ た 。 比 較 例 ３ の 光 学 ガ ラ
ス は 、 ア ッ ベ 数 が ５ ６ ． ９ と 所 望 範 囲 よ り も 高 か っ た 。 ま た Ｔ ｇ が ５ ７ ９ ℃ と 高 く プ レ ス
成 形 に 適 さ な い も の で あ っ た 。
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